

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































導入プラン 鮮辮瀞轤 為替し 卜選択問題
さしあたってこの表から読象とりうるごく大まかな事実だけを述べ
ておけば、⑪選択された本位制は四種類、すなわち金貨本位制、金地
金本位制、金為替本位制、スターリング為替本位制であって、銀本位
制
、
複
本
位
制
は
も
は
や
こ
の
段
階
で
は
い
さ
さ
か
も
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
。
②本位制選択をめぐる基本的対立は金貨流通の是非をめぐっておこな
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
一
ｌ
金
貨
本
位
制
」
対
「
金
地
金
本
位
制
・
金
為
替
本
位
制
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
為
替
本
位
制
」
が
基
本
的
対
立
図
式
で
あ
る。⑧以上の基本的対立図式からいって、金地金本位制、金為替本位
制
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
為
替
本
位
制
相
互
の
差
異
は
必
ず
し
も
論
者
た
ち
に
よ
っ
て
明確に意識されているわけではない。「金地金本位制」論者としていち
おうＨ・Ｌ・チャプラーーー（Ｚ。．届）、Ｇ・チャソド（ｚＰ最）、，。Ｅ・
ワッチャ（ｚ◎・閉）、．〈ソジャブ商業会議所（ｚＰ霞）の四名が挙げら
れるが、そもそも「金地金本位制」の。罠国巨罠目の§烏ａという名
称はいまだなく、ヒルトン・ヤング委員会のリポートで始めて使用さ
れたものであり、金地金本位制と金為替本位制との差違はここでは画
然
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
更
に
承
わ
け
が
た
い
の
は
金
為
替
本
位
制
論
者
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
為
替
論
者
と
の
相
違
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
先
に
挙
げ
た
意
見書を求めるために各証人に配布された質問状（ｚ◎。Ｃの第側の⑤
９５「ヒルトン・ヤング委員会」報告分析（１）
名前・職業｜本位制の選択ｌ選択の理由ＡｐＵＮｏ 
アメリカに対する影響）(3)金貨本位制導入のために
必要とされる総金量およ
び金が使用される速度が
不確実なので，それに対
応してアメリカで要求さ
れる信用量および金が市
場から消え去る率が不確
実。
ＳAlexander 金貨導入の時期としては不都合 金貨導入プロジェクト適用から生じる不確実性はあま
りにも大きい。
9４ 
Ｃｈａｒｅｍａｎｏｆｔｈｅ 
ＮａｔｉｏｎａｌＢａｎｋｏｆ 
Ｃｏｍｍｒｅｃｅｉｎ 
ＮｅｗＹｏｒｋ 
「戦前に実施されていた金為替本位制（Ｉ実質的にはスターリング為
替本位制）は継続されるべきか？」といった問いかけの中にすでに混
乱があることによっても助長されている。したがってこれら両本位制
間の差違を明確に把握しえた論者は、Ｐ・バシュー（ｚ・・届）、Ｊ・ブ
ランイニート（ｚ・・ヨ）、といったごく少数の、ポンドの凋落といっ
た時代の動向にきわめて鋭敏な感覚をもった人々だけであった。更に、
スターリング為替本位制論者もほとんどのものが、、イギリスの金本
位制復帰（スターリングの金允換の保証）という事実を前提とするか
（Ａ・ラマーイャｚＰｇ）、⑥スクーリングの金平価回復をまつか
（ベンガル商業会議所ｚ◎・亀およびＭ．Ｐ・ウェップヱ。．ｇ）、そ
れとも、こうしたことを全然意識しないか、の相違はあれいずれもス
ターリング為替本位制Ⅱ金為替本位制の等置関係を当然のこととみな
す傾向が強い。逆に言えば、ごく少数の論者を例外とすれば、スター
リング為替か金為替かといった選択問題はどうでもいい墳末な議論で
あって、要するに「為替本位制」Ⅱ金貨流通反対論として一括してま
とめておいたほうが、かえって主要な流れをとらえることができる。
四したがって今、金貨本位制賛成論と反対論とで色わけをしてふると、
第一表に掲げた総計六十名のうち三十六名が賛成、一一十四名反対であ
9６ 
るが、インド側だけの四十八名をとってみると賛成三十三名、反対十五名となり、金貨導入賛成論者が反対論者の
倍を占めている。勿論こうした数字はほとんど何の意味をも持たないが、インドにおいていかに金貨本位制論が根
づよい勢力を持っているかを示す一例ぐらいにはたるであろう。また注意しなければならないのは反対論者の中に
もＦ・Ｇ・バトナガール（Ｚ。・Ｅ）、Ｋ・プレムチャソド（ｚ◎・腿）、Ｃ・Ｒ・チットニス（ｚ◎・巴）などのように、
窮極の理想として金貨本位制を描いている論者もいるし、あるいは逆に賛成論者の中にも金貨本位制はもはや理想
的形態ではないということを認識するＰ・ベネルジー（ｚ・・忠）や、ｓ・Ｃ・シンハ（ｚＣ・閨）といった論者もい
るということである。⑤為替レートの選択に関しては、一シリング・四ペンス戦前レート復帰論と一シリング六ペ
ンス現行レート固定論との対立は鮮やかである。本位制選択と為替レート選択との相関関係はあまりはっきりしな
いが、金貨本位制賛成論者は一シリング・四ペンス論者になりがちであるとは言えよう。
以上、第一表から読朶とれるごく大まかな事実である。しかし本位制選択をめぐる論拠は⑪戦前幣制の諸欠陥を
、
、
、
、
どう把握するか、②第一次世界大戦後の世界状勢をどう判断するか、⑧金貨流通の経済学的ならびに社会的・歴史
的意味をどうとらえるか、という三つの問いかけを含んでいるのであって、これらの問題の詳細な検討が次節以下
の課題となる。
②第二巻はＺ。。』からＺ。．ｓまで、第三巻はｚＰｇからＺ・・ｇまでページ数も通し番号になっている。
Ｚ・・］・ｚｐいばインド側の意見を集めるために当委員会によって作成、配布されたもので、Ｚ・・樟は先に訳出した。Ｚ◎・⑱
は本位制選択の目安として提供されたもので、金為替本位制ならび金貨本位制の導入プランの素描である。いずれの本位制を
選択するものとしても、紙幣管理と政府の送金操作はインド帝国銀行に移譲されるものと仮定されている。またそれぞれの本
仰第二巻から第五巻までは、イギリスのブルー・プックス特有の大型のフォリオ版であるが、第一巻のレポートだけは普通の
Ｂ５版である。
９７「ヒルトン･ヤング委員会」報告分析（１）
位制の導入プランは、インド政府財務局メンバーの手になるものを借りてきたものである（金貨本位制案はＺ・凸から、金
為替本位制案はＺ。．ｍから、それぞれその一部を借りてきたものである）。ｚ・とからＺ・・『まではインド政府財務局メン
バーであるＡ・Ｃ・マックワターズ（、の。『①目］３ＤＯ『の『ロ日のロ【◎自己旨・国ロ：３Ｄの園『目の貝）、Ｈ・デニング（ＤＣ員『○一一円
。｛【ずの○回目の曰Ｑ）、およびＢ・プラッヶット（国ロ：８三①日ケの閂。｛豊の○．『の日。Ｈ‐の①口の圖一》⑫向〆①２号の○○５．一一）の手にな
る「覚え醤」（菖・目。『：：日）で、Ｚ。・⑭「インド通貨制度の歴史」、Ｚ。。←「為替の安定化」、Ｚ。・⑰「インドにとっての金本位
制」、ＺＣ・の「インド帝国銀行への紙幣管理の移行」、Ｚ。．『「インドの通貨制度」をそれぞれテーマにしている（ただしｚＰ『
はＢ・プラッヶットの単独見解であり、他は三人の共同見解である）。三・・ｍからｚ・・Ｓにかけては、やはりＨ・デーーング
あるいはＡｏＣｏマックワターズによる「ノート」（ｚ・局）で、ｚ・・、「政府によって迩得される紙幣発行の利然亡、三・・℃
「未払いルピー壁」、ｚ・・Ｓ「逆インド省手形と通貨収縮」をそれぞれテーマとしており、ｚＰ］】は統計（全五表）である。
そしてＺ・・局以後が「意見霞」（の言（の日の貝。（向く丘のロの）および「手紙」の類となっている。
第一一一巻に入ってｚ・・団から三・・乱までは、インド省財政委員（国回目：一印の・３［“目白且旨○頭・の）Ｃ・Ｈ・キッシュ
（Ｃ四・厨⑭・ず）による、覚え醤、ノート、統計の類で、Ｚ。．＆「インドの金融・為替・通貨に関するインド省の責任」、Ｚｐｇ
「一九二○年来のインド通貨の発達」、Ｚ。．Ｓ「ルピー・スターリング為替の安定化に影響を与えるいくらかの考慮すべきこ
と」、Ｚ。．。「インドにおける金通貨促進提案についてのノート」、ｚＣ・目「インド帝国銀行への紙幣発行の移行、ならびに関
連問題」、ｚ・・目「（政府の）送金」、三・・頁「インドの銀行業の発達」に関するノート、ｚ◎・引は統計その他であって、Ｚ・・ｇ
からＺ・・国までは、第二巻のインド政府財務局〆ソ。〈Ｉによる覚え書Ｚ・・いよりＺ・・①までにそれぞれ対応したものと考
えられ、インド右側の見解を代表するものと承なすことができる。そしてＺ◎・計以後Ｚ・・程までがイギリスおよびアメリ
カ側証人の「職見箇」等の類。ｚ・・呂がイギリスおよびアメリカ側証人の意見を染めるために配布された質問害で、先に挙
げたＺ。．】》三・・⑭のコピーが参考文書として付加された上で、もしもインドが金貨本位制をＺ。．⑫のプランで導入した場合、
それが①金、②銀に与える影響はいかなるものであろうか？を問うたものである。二・・患はＡ・Ｃ・マックワターズによ
る「インド政府の歳入・歳出に対する為替の影響」についてのノート、三・・息以後はインド省の至急文書等の類である。
③リポートによると「膨大な調査ののちにわれわれがみいだしたのは、現存制度の諸欠陥が修正される可能な方法は三つのも
のに要約されるということであった」という注釈のあとで、以上のような整理がなされるのであるが、諸意見番をわれわれが
9８ 
偏見なくみた限りでは、リポートの要約の仕方には若干の疑問が残る。こまかくわければ選択肢は四つであるが、基本的には
二つなのであって、⑩金貨流通をともなう金本位制、②金貨流通をともなわない金本位制ならびに為替本位制Ｉ③金地金本位
制、仙金為替本位制、何スターリング為替本位制、と整理するほうが、当時の状況をより良く伝える。
四中央銀行設立問題については、一九一三年のチニレンバレン委員会報告に付されたケインズによる「国家銀行提案について
の覚え密」（旨の日・目己屋目・皀勺『・勺・“四一ｍ［・『口叩厨［⑩口。：）から一九二一年のインド帝国銀行の設立ならびにヒルトン・ヤ
ング委員会での中央銀行設立案を経てやがて一九三五年のインド率術銀行（”の吻曾ぐ・国四月・〔冒昌画）の設立に至るまでのイ
ンド中央銀行設立構想ならびに運動をフォローしていくつもりであるが、そこでは「後進国の経済発展に占める中央銀行の役
割」といった観点からの分析がおこなわれるであろう。
（未完）
（本稲を作成するにあたっては一九七七年度法政大学特別助成金の援助を得た。）
